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直読誠が∵患者ごとの機器交換・滅菌牒用がネック

議書から再使用の流れ

艶議欝凝議
クレープに入れて滅菌する　　　死滅

その態窮め昏漁る
重な院内機縁対策

彰ハンドピース以外の
治涼機器の滅菌

ゆ診療時の手袋の使用
と、悪書ごとの交換

急歯を削っている隙に
出る粉じんの吸引

菊患者のいす周辺の消
毒薬による清掃
ノ拳歯科医、歯科衛生士は

マスク、ゴーグル着用

治療後、ハンドピース
から水を流し、内部を
きれいにして、取り外す

次の悪書に使用

登e

使用したハンドピースの扱い

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を
患
者
に

う
つ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
、
歯
を

削
る
医
療
機
器
の
使
い
回
し
。

厚
生
労
鋤
省
研
究
斑
が
今
年
明

ら
か
に
し
た
調
査
で
も
、
半
数

近
く
の
歯
科
医
療
機
関
が
、
患

者
ご
と
の
交
換
を
厳
筏
に
行
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
改
善
に
は
何
が

必
要
な
の
か
。
（
渡
辺
理
雄
）

菓
手
袋
・
マ
ス
ク
着
用

東
京
都
品
川
区
の
「
う
ら
ら

歯
科
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
品
川
」

院
長
の
矢
島
蔑
さ
ん
は
昨
年
、

自
身
の
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
結
果
に
驚
い
た
。
ウ
イ
ル

ス
を
攻
撃
す
る
抗
体
の
宜
が
大

幅
に
増
え
て
い
た
か
ら
だ
。
免

疫
の
働
き
で
体
内
に
ウ
イ
ル
ス

は
な
く
、
患
者
に
う
つ
す
心
配

は
全
く
な
い
が
、
医
師
に
よ
る

と
、
治
療
し
た
患
者
か
ら
一
時

的
に
感
染
し
た
疑
い
が
あ
る
と

い
う
。感
染
源
の
可
能
性
が
あ
る
愚

書
の
血
液
や
唾
液
に
触
れ
る
こ

と
が
多
い
歯
科
診
療
に
お
い

て
、
歯
科
医
や
歯
科
衛
生
士
は

手
袋
や
マ
ス
ク
な
ど
を
蕾
用
す

る
こ
と
な
ど
が
日
本
歯
科
医
学

会
の
院
内
感
染
対
策
の
指
針
で

薦
め
ら
れ
て
い
る
。
矢
島
さ
ん

も
診
療
時
に
こ
れ
ら
を
必
ず
着

用
し
、
注
意
を
払
っ
て
い
た
。

「
感
染
の
リ
ス
ク
は
減
ら
せ

る
が
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
。
患

者
へ
の
感
染
を
防
ぐ
対
錦
も
、

や
れ
る
こ
と
ば
最
大
限
や
る
べ

き
だ
と
改
め
て
思
っ
た
」
と
矢

島
さ
ん
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
2

0
1
5
年
の
開
業
以
来
、
歯
を

削
る
螺
に
歯
科
室
が
手
に
す
る

歯
科
院
内
感
染
進
ま
ぬ
対
策

閉
幽

ハ
ン
ド
ピ
ー
ス

「
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
」
と
い
う
医

療
機
器
を
全
て
の
患
者
ご
と
に

交
換
。
そ
の
後
は
、
高
圧
蒸
気

を
発
生
す
る
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ

と
い
う
装
置
に
入
れ
、
細
菌
・

ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ
る
処
理

を
行
っ
て
い
る
。
「
滅
菌
は
費

用
も
人
手
も
か
か
る
が
、
手
を

抜
け
な
い
」
　
（
矢
島
さ
ん
）

O
「
報
酬
加
算
が
必
要
」

し
か
し
全
て
の
歯
科
が
、
ハ

ン
ド
ピ
ー
ス
の
交
換
・
滅
菌
を

行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
歯
科
医
師
会
会
員
1
0
0

0
人
に
行
っ
た
同
省
研
究
班
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

「
患
者
ご
と
に
交
換
」
が
5
2
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
「
感
染
症

患
者
と
わ
か
っ
た
場
合
に
交

換
」
　
「
血
液
が
付
い
た
場
合
な

ど
に
交
換
」
「
消
毒
薬
で
拭
く
」

の
会
計
法
4
6
％
だ
っ
た
。

厚
労
省
は
1
4
年
6
月
、
都
道

府
県
な
ど
を
通
じ
、
歯
科
匪
療

機
関
に
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
の
滅
菌

を
求
め
る
通
知
を
出
し
て
い

る
。
歯
科
医
師
会
も
歯
科
医
向

め
の
講
習
会
で
滅
菌
の
必
要
性

を
説
明
し
、
馨
発
に
努
め
て
い

る
。
な
ぜ
、
使
い
回
し
は
な
く

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

要
因
で
多
く
の
歯
科
医
が
指

摘
す
る
の
は
、
滅
菌
に
か
か
る

多
額
の
費
用
だ
。
高
機
能
の
オ

ー
ト
ク
レ
ー
ブ
の
導
入
に
は
、

約
1
0
0
万
円
。
そ
の
他
必
要

な
投
鰭
も
入
れ
る
と
3
0
0
万

円
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
以
外
に
も
、

歯
を
削
る
際
に
出
る
粉
じ
ん
の

吸
引
や
、
愚
老
の
い
す
周
辺
の

清
掃
な
ど
、
歯
科
に
求
め
ら
れ

る
院
内
感
染
対
策
は
多
陵
に
わ

た
る
。
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
の
滅
菌

を
含
む
院
内
感
染
対
策
費
に
つ

い
て
、
広
島
県
歯
科
医
師
会
医

頗
管
理
部
は
、
患
者
1
人
当
た

り
1
0
5
8
円
と
す
る
試
算
結

果
を
1
6
年
に
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報

酬
の
歯
科
再
診
料
は
、
院
内
感

染
対
策
を
行
っ
た
場
合
の
加
算

も
合
わ
せ
て
5
0
0
円
だ
。
日

本
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
副
会
長
の
永
山
正
人
さ
ん

は
「
歯
科
の
診
療
報
酬
は
医
科

に
比
べ
低
く
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
診
療
報
酬
に
院
内
感
染
対

策
を
強
化
す
る
新
た
な
加
算
が

必
要
」
と
主
張
す
る
。

一
方
で
、
院
内
感
染
対
簾
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
永
山
さ
ん
は
「
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
」
と
話
す
。
同
協
会

は
日
月
1
2
日
に
東
京
都
品
川
区

で
、
開
業
準
鰭
中
の
歯
科
医
向

け
に
歯
科
診
療
所
の
経
営
の
基

本
に
関
す
る
講
座
を
開
く
。

1
8
年
4
月
は
、
2
年
に
1
度

の
診
癒
報
酬
の
改
定
の
時
期
と

な
る
。
日
本
歯
科
医
師
会
は
、

院
内
感
染
対
策
の
費
用
を
ま
か

な
う
基
本
診
療
科
の
充
実
を
求

め
て
い
く
と
い
う
。

矢
島
さ
ん
は
「
患
者
、
歯
科

医
双
方
に
と
っ
て
い
い
環
境
を

整
え
ら
れ
る
よ
う
議
論
を
深
め

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。


